
３ 県 立 長 野 図 書 館 
 

（１） 図書館事業の概要 

図書館が、多様な県民の学びを支える「地域の情報拠点」としての役割を果たすため、県

立図書館を中心に様々な情報を生かした新しい図書館づくりを推進した。 

 

ア 資料の充実（郷土資料・一般図書・児童図書等） 

 

イ データベース等の情報提供の充実 

 

ウ 調査相談サービスの充実 

 (ｱ)レファレンス協同データベースへの事例登録・提供の促進 

 

エ 図書館間貸出の促進 

(ｱ)市町村図書館等支援用資料の充実（郷土資料、専門資料等の充実） 

(ｲ)資料返却費用の負担（特別支援学校図書館等対象館の拡大） 

 

オ 子どもの読書活動の振興 

 (ｱ) 子どもの読書を考える講演会・研究集会の実施 

 (ｲ) 紙芝居の演じ方講座・街頭公演・実践発表の実施 

 

カ 公共図書館、学校図書館、図書館未設置町村の支援 

(ｱ) 市町村巡回相談による個別の支援の実施 

(ｲ) 職員研修の充実 

(ｳ) 地区ブロック会議への出席等による連絡調整及び支援 

(ｴ) 図書館設置準備支援 

(ｵ) 公式 Facebookページ等を通じた情報発信の強化 

 

  キ 遠隔地サービスの充実 

   (ｱ)インターネット予約貸出の実施 

   (ｲ)遠隔地返却窓口の設置 

 

ク 長野県図書館協会との連携活動の推進 

(ｱ) 第 67回長野県図書館大会・第 29回北信越地区学校図書館研究大会（長野市） 

   (ｲ) 公共図書館職員研修会の開催 

 

 

 

 



ケ 関係機関との連携活動の促進 

   (ｱ)信州大学附属図書館との連携 

    「信州 知の連携フォーラム第２回」の開催 

    (ｲ)企業・経営無料相談会の実施（（一社）長野経営支援機構と共催）） 

    (ｳ)「司法書士無料相談会」及び相続に関するセミナー（長野県司法書士会と共催） 

 

（２） 職員組織（人） 

館長 １   総務課 ３  企画協力課 ５  資料情報課 11  嘱託 14 

 

（３） 県立長野図書館協議会 

   委員の構成                      （平成 30年３月 31日現在） 

氏  名 現   職 

宮 本 美 保  長野市立松代小学校 教諭 

滝 澤 あけみ  ながの子どもと本をむすぶ市民の会 会員 

棟 田 聖 子  松川村図書館 館長 

井  上  喜久美  下諏訪町立図書館 館長 

伊 藤 直 子  ＮＰＯ法人ながのこどもの城いきいきプロジェクト 理事 

玉 城   司  清泉女学院大学 客員教授 

篠  原  由美子  松本大学 非常勤講師 

関     美佐子   上田市社会福祉協議会 生活支援員 

            （任期 平成 29年１月１日から平成 30年 12月 31日まで） 

 

（４） 図書館資料  （平成 30年３月 31日現在） 

ア 図書資料 

(ｱ) 図 書     総数            700,835冊 

平成 29年度受入数  10,170冊（うち購入 6,658冊、寄贈 3,512冊） 

平成 29年度除籍数  3,607冊（重複蔵書の整理によるもの） 

(ｲ) 雑誌･新聞  雑誌    711 ﾀｲﾄﾙ  

                新聞    101 ﾀｲﾄﾙ 

  (ｳ) 文書記録          1,607点 

  (ｴ) マイクロフィルム  9,929 ﾘｰﾙ 

 

イ 視聴覚資料 

(ｱ)16ミリ映画フィルム 2,260本 

(ｲ)ビデオテープ        3,036本 

(ｳ)ＤＶＤ                179本 



 

ウ 商用データベース        13件 

 

（５） 館内利用状況 

開館日数                  287日    【平日】180日 【土日祝】107日 

利用人員                 412,536人     １日平均  1,437人 

       【内訳】一般図書室      185,365人     １日平均    646人 

              児童図書室       35,177人     １日平均    123人 

              閲覧室          176,403人    １日平均    615人   

研修会・企画展等  15,591人    １日平均     54人   

 

（６） 調査相談 

    県民等から寄せられるさまざまな調査・相談に対して図書館の資料に基づいて回答する 

レファレンスサービスを実施した。 

 

調査相談件数（分類別）     （単位：件） 

分  類 口 頭 電 話 
文書、FAX、 

メール 
計 

郷  土 275 148 301 724 

総  記 34 9 9 52 

哲  学 42 16 4 62 

歴  史 158 43 6 207 

社会科学 144 47 11 202 

自然科学 151 28 7 186 

技  術 95 16 1 112 

産  業 62 12 5 79 

芸  術 93 15 5 113 

言  語 32 54 4 90 

文  学 176 42 6 224 

利用案内等 285 2,270 1 2,556 

計 1,547 2,700 360 4,607 

比率（％） 33.6% 58.6%   7.8% 100 % 

 

 



（７） 図書館間貸出 

    県民等が必要とする図書館資料を最寄りの公共図書館等を通じて提供する図書館相互の貸

借を行った。 

 

図書館相互の貸借冊数                         （単位：冊） 

               区 分 

図書館等 
貸   出 借   受 

県 内 

公共図書館    1,423 163 

公民館図書室 357           0 

学校図書館 2,019         1 

その他機関 30  

県       外 274 99 

合       計 4,103 263 

 

（８） 行政機関等への支援状況 

区   分 
平成 29年度 

件数 貸出冊数 

     行政機関等への特別貸出 6 34 

区   分 件数 

  図書館・行政機関等へのレファレンス 56 

 

（９） 団体貸出 

ア 公民館文庫 

     図書館未設置町村の図書館建設や読書活動支援のため、公民館図書室に対して１館 2,000

冊・５年間を限度に図書の貸出を行っている。平成 29年度末で貸出が長期に及ぶ１地区で、 

  配本停止し、１地区で継続している。 

 

    公民館文庫                     （平成 30年３月 31日現在） 

公 民 館 名 貸 出 冊 数 

高山村 350 

計 350 

 



イ 視聴覚資料 

      学校教育、社会教育上価値が高く、広く利用されることが適当と認められる視聴覚資料

（ビデオテープ、16ミリ映画フィルム、ＤＶＤ）の貸出を行った。 

 

      延べ利用件数 

項       目 視聴覚資料（本） 

総       数 4 

内 
 
 
 
 

訳 

公 民 館 0 

民 間 団 体 0 

県 内 図 書 館・官 庁 3 

大   学 0 

高 等 学 校  0 

中 学 校 0 

小 学 校 1 

幼 稚 園 0 

県 関 係 0 

 

（10） 図書館改革への取り組み（再掲含む） 

ア 信州発「これからの図書館フォーラム」の開催 

  新たな時代にふさわしい図書館のあり方について提案、議論する場を展開 

    ・「長野県図書館大会公共図書館部会分科会：パネルディスカッション『図書館を通じた 

公共圏・コミュニティづくり』」（H29.11.11） 

・「デジタルアーキビスト養成講座 未来の信州学：みんなでつくる『信州デジタルコモ

ンズ』」（H29.7-9全 5回） 

・「信州知の連携フォーラム第 2回－コンテンツの再価値化」（H30.２.22） 

・「WikipediaLIB＠信州【小諸編】」（H29.８.20）など 

 

 イ 公共図書館とのネットワーク強化 

・「平成 29年度松本市学校図書館司書研修」（主催：松本市教育委員会）（H29.７.24） 

・「第 16回県庁夜大学（公開講座）：あなたも作れる Wikipedia」（主催：SHIP）（H29.８.18） 

・「平成 29年度林業士入門講座」（主催：長野県林業総合センター）（H29.８.29） 

・「WikipediaTown in 安曇野松川」（主催：北アルプス地域振興局）（H30.３.３） 

   ・県内図書館からの依頼に応じた研修会講師の派遣 

   ・町立図書館の設置に向けた支援 ほか 

 



ウ 蔵書を活かした企画展示や利用者参加型企画の実施 

    ・お持ち帰りができる企画展「Re’90ｓ－失ワレタ十年（ロスジェネ）のムコウ」 

（H29.６） 

・「けんトショ月イチバックヤードツアー」の実施（H29.12～） 

・「想いは言葉に－県内高等学校文芸部誌展示」（H29.10-11） 

・「岩波文庫カバー絵コンテスト優秀作品パネル展」（H29.12） 

・「けんトショデータベース活用講座『日経テレコンで探るトレンド』」（H30.３） ほか 

 

エ 先進的モデル空間の創出 

   ・２階ナレッジラボを、これからの学びの姿「共知・共創」を実現する場として株式会

社内田洋行とのネーミングライツ・パートナー協定締結により 10月から「知識情報ラ

ボ UCDL（ウチデル）」としてオープン 


